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ルートグィヒ・フォイエルバッハのの「現実的人間学」
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7１

いかつ補足しあう」'0)。

とすると，フォイエルバッハが力説する,人間としての

人間に対する愛とは，人間主体が他人の'悩みをいっしょ

に悩むことであり，苦悩を自らの責任として引き受ける

というかたちで，「他人のために自分のものをささげる

ところの愛｣'１）にほかならない。人間が他の人間を愛す

るのは，「自己を増大し，自己の威力を拡大するという

利己主義」のためではなくて，他人を「善良にし幸福に

し浄福にするため」であり'2)，このことによって人間は

自分自身の本質を満足させ発達させ，つまりは類的存在

としての自己を確証するのである。愛する者は自分の利

己主義的な独立性を棄てさって，「自分が愛するものを

自分の実存における不可欠なもの・本質的なものにす

る｣'3)。そして，「人間とともにある人間，我と汝との

統一は，神である｣M）から，愛は，詳密に規定すれば，

肉と血とをもっている，理性と同一の愛はjの，「実践的

無神論」（derpraktischeAtheismus)'6）として，天

上ならぬ地上で，有限なものを無限なものとして追求す

るところの真の宗教であ゜フェイエルバッハの人間学こ

そはこうして,宗教的感動の真理を是認するものとして，

自覚した宗教，すなわち「人間神諭」（Anthropotheis‐

ｍus)１７）であった。－『キリスト教の本質』のなかで

フォイエルバッハが言表する次の事態は，以上のような

思想的文脈において味得されるべきであろう、

「人類の歴史は，ある特定の時代には人類の制限と

して認められ，そして七のために超克しえない絶対的

制限として認められているような制限を，絶えず克服

してゆくこと以外の何事のなかにも成立していな

い｣'8)。

(未完）

〔前稿（上）における誤植・誤記の訂正〕
● Ｃ

ｐ､６７左段「Ⅱ３題の第１頁」→「問題の第１篇｣。
①

p､７０左段「成るiもの」→「或るもの｣。
■●

l〕、７１左段「ヘーゲル哲学との体系」→「ヘーゲル哲
００

学との対i)Ｕｏ

ｐ､７１右段註９）が付されている引用文一「人間は

感官……。……の対象である｣－は，全面削除のこ

と＞
●

p､７５右段「現実的肉体(１９は人間」→「現実的肉体的
Ｏ

な人間｣。

（なお，文脈上，訂正箇所の容勒に判断可能と思わ

れるものは，その表記を略させていただく。）


